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『抗い　記録作家　林えいだい』

ジャーナリストの林えいだい（1933年～2017年）は、福岡

県筑豊を舞台に、朝鮮人強制労働や炭鉱・港湾労働、特攻作戦、

北九州の公害の実状などを取材。徹底した聞き取りを通じて、

虐げられた人々に視点を当て続けた。映画は、がんに侵されな

がらも特攻作戦をめぐる「ある事件」に迫ろうとする林の晩年

を描く。　　　　　　　　　　　　　　　　（編集部）
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「
ナ
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ズ
ム
塾

語
西
鴫
真
司
地
方
テ
レ
ビ
局
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
追
求
は
組
織
と
の
摩
擦
も
生
む
が
、
映
像
作
家
と
し
て
独
立

後
も
「
組
織
の
中
で
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
語
る
。

ー
「
都
合
の
悪
い
歴
史
」
を
記
録
す
る
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ャ
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は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
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指

す
大
学
生
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2
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年
6
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0
年
2
月
ま
で
毎
月

開
講
す
る
。
新
聞
労
連
な
ど
を

通
じ
て
受
講
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募
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。
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を
広
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共
有
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、
講
義
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や
質
疑
応
答
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を
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載
す
る
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大
学
時
代
に
所
属
し
て
い
た
ラ
グ
ビ

ー
部
の
先
輩
の
紹
介
で
、
1
9
8
1
年

に
「
R
K
B
毎
日
放
送
」
に
入
社
し
、

報
道
部
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
入
社
日

年
目
に
T
B
S
外
信
部
に
出
向
す
る
形

で
、
特
派
員
と
し
て
ソ
ウ
ル
に
赴
任
し

ま
し
た
。
当
時
の
韓
国
は
ま
だ
軍
事
政

権
の
影
響
が
残
り
、
民
主
化
が
進
ん
で

い
る
時
代
で
す
。
激
し
い
学
生
デ
モ
と

催
涙
弾
の
匂
い
を
印
象
深
く
覚
え
て
い

ま
す
。9
4
年
に
福
岡
に
戻
り
、
報
道
部
で
地

元
経
済
や
政
治
を
題
材
に
し
た
特
集
を

制
作
し
て
い
ま
し
た
。
三
井
三
池
炭
鉱

の
閉
山
や
朝
鮮
学
校
の
問
題
な
ど
も
扱

い
ま
し
た
。
報
道
番
組
で
は
、
双
方
の

意
見
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
扱
う
客
観
性
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
自
民
党
市
議
団
の
不

当
な
資
金
集
め
や
利
権
争
い
の
特
集
を

制
作
し
た
時
に
は
、
上
司
か
ら
「
も
う

少
し
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
取
材
し
ろ

よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
客
観
性
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じ
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限
界

権
力
を
テ
ー
マ
に
す
る
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、
双
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の
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い
分
を
並
べ
る
よ
り
も
弱
い
側

の
視
点
か
ら
見
る
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き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
客
観
性
が
求
め
ら
れ
る
報
道
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
そ
れ
が
難
し

い
と
悩
み
始
め
た
こ
ろ
に
制
作
部
へ
異

動
に
な
り
ま
し
た
。

制
作
部
で
は
、
戦
争
も
の
の
番
組
を

多
く
つ
く
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
真

珠
湾
攻
撃
の
1
時
間
前
に
決
行
さ
れ
た
、

マ
レ
ー
シ
ア
・
コ
タ
バ
ル
へ
の
上
陸
作

戦
。
防
衛
省
の
資
料
に
は
、
太
平
洋
戦

争
の
始
ま
り
は
コ
タ
バ
ル
だ
っ
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
に

と
っ
て
都
合
が
悪
い
こ
と
な
の
で
戦
後

教
育
で
は
教
え
ら
れ
ず
、
多
く
の
日
本

人
の
記
憶
か
ら
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
権
力
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
歴
史

を
変
え
よ
う
と
す
る
力
は
、
今
も
働
．
い

て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
や
る

べ
き
仕
事
は
、
歴
史
を
正
し
く
記
録
し

て
消
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
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の
番
組
は
2
0
1
1
年
1
2
月
8

日
、
開
戦
7
0
周
年
の
日
に
放
送
し
ま
し

た
。
「
侵
略
戦
争
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

た
こ
と
で
、
右
翼
か
ら
非
難
さ
れ
ま
し

た
。
「
街
宣
車
で
会
社
の
前
に
行
く
か
ら

待
っ
と
け
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
の

で
、
僕
は
「
で
は
会
い
ま
し
ょ
う
」
と


